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自己紹介

•今までやってきたこと

–Skip Graph 関連

•第一回関西P2P勉強会で講師になったり。。。

•Multi-key Skip Graph （評価と論文執筆）

–ドロネーネットワークによるセンサ活用

•センサ観測値の分布の概要把握

–研究室個人サイト

•Skip Graph関連など、原稿読めます



はじめに

•ドロネーネットワークで広域センサネットワーク

•ある領域の観測値の分布の様子を知りたい

–空間相関性 → 近い観測値は似ていて冗長

–観測値を間引く＆間引かれた観測値は集約

•間引くのをどうするか

–階層化：上位レベルは長距離のリンク

–一様に間引いていいの？



分布密度均し階層化ドロネー
ってなんですか？

階層化：ピアの分布密度の影響

ピアの分布密度均し



階層化：センサの分布密度を考えよう

•センサの分布って一様ですか？

–一家に一台センサーが・・・なんてことになると
一様というわけにはいきません

–都会は多いし田舎は少ない → ベキ分布とか？

•分布密度にバラツキがあると・・・

–ランダムに間引くと「密な所は密」「疎な所は疎」



ランダムサンプリング階層化ドロネー



分布密度均し階層化ドロネー

•吉田さんが名付け親？

–発表プログラムを見たら、そこに修論のタイトル
らしきものがありましたよ

•ピアの分布密度を均しながら、ドロネーネット
ワークの階層化を行う

–サンプリングが楽になる

–検索に要するホップ数の削減



分布密度均し階層化ドロネー



分布密度均し階層化

•階層化

–ピアを間引いて上位レベルネットワークを構築

–ショートカットリンク → ホップ数削減

•分布密度均し

–あるレベルの分布密度に対して・・・

•疎なところは疎なまま

•密なところは間引く

–確率的なアプローチで分散環境で使えるものに



分布密度を均すためのカギ

あるレベルに
存在する確率 （ある領域に存在するピアの数）

1

（分布密度） × （ある領域の面積）

1

＝

＝

ある領域内のピアの
うち1つだけが上位
レベルに存在する

レベルに応じて
変わるパラメータ

あるピア周辺の
分布密度

1ピア
≒

隣の隣はわからない
＝ 隣のボロノイ領域は

わからない

（自身のボロノイ領域の面積）



あるレベルに存在する確率

存在確率 ＞ １ 存在確率 ＜ １

あるレベルに
存在する確率 ある領域の面積

自身のボロノイ領域の面積

基準となる面積

ボロノイ領域



シミュレーション
作成中

分布密度均し階層化ドロネーの様子

これから



分布密度均し階層化ドロネー

元のドロネーネットワーク 上位レベルのネットワーク



ランダムサンプリング階層化ドロネー

元のドロネーネットワーク 上位レベルのネットワーク



上位レベルの比較

分布密度均し ランダムサンプリング

密

疎



階層化時の問題

•上位レベルの更新
–面積比がベースなため、隣接ピアの参加・離脱に

追従する必要がある

•上位レベルの隣接ピア発見方法
–現在用いている分散ドロネー構築アルゴリズムは

定常状態になるまでリンクの丌整合が多い
→ ループが起きやすい

•新規参加時に影響範囲内のピアがすべて処
理を行うようにすれば良いが。。。



データ集約と検索

•上位レイヤのボロノイ領域内に含まれる下位
レイヤのセンサ値を集める

•いつ集約するのか？

–あらかじめ？検索時？

•集約値の精度は？（平均値±αなど）

–特徴をとりこぼさないように



データ集約



データ集約


